
渡
辺
澄
夫
先
生
の
最
初
の
思
い
出

石
井

聖
進

渡
辺
澄
夫
先
生
に
つ
い
て
の
最
初
の
思
い
出
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
、
成
城
学
園
の
民
俗
学
研
究
所
で
柳
田
国
男
先
生
を
中
心
に

毎
月
一
回
、
開
か
れ
て
い
た
談
話
会
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
私
は
新
制
高
校
三
年
生
、
何
年
か
前
か
ら
談
話
会
に
通
っ
て
い
る
民
俗
学
の
「
門
前

の
小
僧
」
と
し
て
、
末
席
で
諸
先
生
の
お
話
に
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
。

蒲

渡
辺
先
生
の
御
報
告
は
、
大
分
県
下
を
は
じ
め
九
州
地
方
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
、
ヒ
カ
リ
と
よ
ば
れ
る
共
同
飲
食
の
会
が
幸
夫
は
室
町
時
代
の
日

、
、

記
に
出
て
く
る
「
阿
弥
陀
光
」
と
い
う
く
じ
引
か
ら
来
た
も
の
だ
と
い
う
内
容
で
、
民
俗
調
査
報
告
の
多
い
談
話
会
の
一
般
の
話
題
と
は
ち
ょ
っ
と

傾
向
が
違
っ
て
い
た
し
、
ア
ミ
ダ
く
じ
の
起
源
も
わ
か
っ
た
の
で
、
子
供
心
に
も
印
象
深
か
っ
た
。
こ
の
内
容
は
雑
誌
『
民
間
伝
承
』
の
翌
年
六
月

号
に
掲
戦
さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
の
文
献
史
料
と
民
間
伝
承
と
を
た
く
み
に
結
び
つ
け
た
、
す
ぐ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

や
が
て
私
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
一
一
）
に
東
大
の
国
史
学
科
に
進
学
し
、
中
世
史
の
勉
強
を
は
じ
め
た
が
、
宝
月
圭
吾
先
生
か
ら
は
時
々
、
渡
辺

先
生
の
御
研
究
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
昭
和
二
四
年
十
月
か
ら
半
年
間
の
内
地
留
学
で
宝
月
先
生
の
も
と
に
来
ら
れ
た
渡
辺

先
生
の
、
大
和
国
若
槻
庄
は
じ
め
均
等
名
庄
園
に
関
す
る
研
究
は
こ
の
頃
に
は
じ
ま
り
、
ま
こ
と
に
精
力
的
な
勉
強
ぶ
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の

一
方
で
、
民
俗
学
研
究
所
で
は
ヒ
カ
リ
の
研
究
を
発
表
し
て
お
ら
れ
た
の
だ
か
ら
先
生
の
研
究
範
囲
の
ひ
ろ
さ
に
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ
の
後
、
大
分
た
っ
て
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
の
田
染
庄
・
都
甲
庄
調
査
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
毎
年
大
分
県
に
お
邪
魔
し
て
は
渡
辺
先
生
か
ら
親
し
く
お
教
え
を
頂
く
機
会
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
最
初
の
頃
、
渡
辺
先
生
に
民
俗
学
研
究
所

談
話
会
の
こ
と
を
お
話
し
し
た
ら
、
先
生
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
、
今
で
も
あ
ざ
や
か
に
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
長
）


